
のであり,また次ぎの43回の seriesは.若い goriと

sayuriのRqで.小泊の沢からコソコツに至る約600mの

移動中に噺続的になされた｡ この際 sayuriは伏臥する

goriの狩に紙幅的に pelvicthrust を多放回行なっ
た｡この2例においては,いずれもejaculationは見ら

れなかった｡semushiはこの)gm shibaとコソソート

自 由 課 四

二ホンザルオスの生殖槻能の季節変動

0′ 及び性成熟

和 秀雄 (日本モンキー ･センター)

材料及び方法

高帆山(大分市)のサルを対象に,6月18頭,8月20頭,

10月17qlの柿敷紐約及び血液材料を採取し,1月に採取
した50両とあわせ計105頭について検討した｡紐紙材料

は,採IR後プアン同定,パラフィン包埋,lI.F･.淡色に

よって町祇銃的に観察した｡血披材料は.血中テストス

テロンを測定すべく畔伯している机 現Tf.までのところ

終了していないので.組絞所見についてのみ稚/uhする｡

結 果

1)Jl枯枝能の季節変動

matingseason には活発な相子形成が行なわれてい

る机 6月の標本の多くでは regressiveな変化が目立

ち,8月でも regressionが顕著である｡6月,8月に

も精子はしばしば認められるが性細胞の多くは,腺腔内

に脱落し,極期には,セルトl)細胞と析祖細胞しか認め

られない状唐にまで至る｡しかし,10月の標本の多くで

は.progressiveな変化が目立ち.すでに杓子形成が活

発に行なわれているものも認められた｡なお.除のうの

上から計測した約腿の sizeも.matingseasonには
大きく.non･matingseason には小さくなるのが認め

られた｡

2)性成熟

すでに卯1大日餌舶山の頃から.桁祖細胞の動きは認
められるが,節2大日歯研LtJlの頃から特に活発な分裂像

が認められ,早いものでは.この時卿こ椅子形成が認め

られた｡しかし,全体としては,永久歯列になる頃に,ほ

とんどのサルの精巣は成熟した状態になるようである｡

走査型電子顕微鏡による霊長類椅子の研究l)

俣野昔計 (大阪市大 ･医 ･肝剖)

松林清明 (霊長研)

大道彰 (大阪市大 ･医 ･泌尿君詩)

近年における輔乳類杓子の研究は,主として通常型屯

17走査屯矧こよるマカカ屈折子の比較研究｡日本花

子田放出学会邦28回学術吉持続会 (1972)｡

関係にあったれ 3回の mountingattemptに終った

のみであるが,adultfemaleに対する若干 aggressive-

nessを俳う ｢あと引き｣ が20-30回見ら.れた｡ また

nomiにおいては,いわゆる ｢partialejaculation｣が

確認された｡上記汽料の分析は現在iLE行中である｡

子顕微鏡 (以下Enl.T,'TE即と略す)によって.耶子の内部

構造がその前身である杓子細胞のどの細胞内小変詩官に由

来するかを明 らかにす ることに袋申されてきた｡ しか

し,嘱乳類精子にみられる形態の多様性が進化の上で,
どのような意味を持っているかについてはほとんど知ら

れていない｡

走査型rFu子顕故銃 (以下走査TIFRと略す)の狩人は.

桁子の全形を今迄の光学即微iTiでは狩られなかった分解

随と立体視で枇察することを可憶にし.鵬乳yl杓子の比

蛇形態学に新しい辺をひらいた｡俣野は現在までに有胎

幻加の主なグループを代'Liすることか山来ると思われる

7日19位の動物のflQi子を走充Tl孤で組察した(俣野1971,

1972)｡その紙料 ま.体内受精を行なうようになった輔

乳類では,杓子は生態的な形哲をあまり受けずに.この

グループの進化の過程を示す形態を保持していることを

明らかにしている｡

更に上記の研究において,俣野は柾めて近縁で交尾は

するが推柾のできないドプネズミRatLtLSIZOrVCgz'cusと

クマネズミRattlLSraLEILSの杓子を比較したところ.ド

プネズミではql怒股跡こ特有の小さな突起が存在する

机 クマネズミでは,そのような突起は祝祭されないこ

とを明らかにしたのである｡

虫近,巧打写し獄の受矧こおける椅子頭部の超政柄道の変

化が通常電顕で詳しく観察されるようになったが (野田

･柳町 1971),俣野は上記の研究において受精能獲得現

象に関係すると考えられている頭部前域の表面構造と,

配偶子融合に関係すると考えられている頚部後域のそれ

とが相違することを明らかにしている｡

本研究の目的は.(1)霊長類椅子を系統分類学的に比較

することと,(2)霊長類盟砥学のための基滋としての椅子

表面の詳細な形態学的観察である｡

材料及び方法

放映肘まニホンザル MacacLZfLLSCaEafuscaEa.ヤク

ザルM.fLtSCatayaktLF'.タイワンザル M.cycZo〆S.ア

カゲザル M.mlLhztEa.カニクイザル M.Z'1･tLSの5柾蛾

7頭であった｡

生括他力を机わすに相子紋を和るために.泌尿宕琵科で

行なわれる椛狩出形法に恥じて.23Gのエラスターを杓
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管内に挿入し精巣上体内の相子液を得 ることを試みた

が,全7例中二ホンザルとアカゲザルでそれぞれ1例ず

つ成功したにすぎなかった｡片側の手術を空けたニホン

ザルの例では,生殖能力は彰哲を受けず,了.供も柑らjt,

ている｡この2例以外は桁nl上休を摘t日.してこれを止P止

食塩水中で細切し.ガーゼで余分の組棚などを除いた枇

子液を使用した｡

固定法はlO/oダルクルアルデハイドとlO/oオスミック

敢各1時間の2三正同定であって,綬衝液は0.1Mカコジ

ル敢バッファーを用い,脱水にはアセトンを使用した｡

走査Ti顕は JSM-U3を用い,加速電圧10kVで観察お

よび松影を行なった｡

結果及び考察

水研究のX,'lの目的は,笠Li知fF'jl･子を系統分類学的に
比較することであったが,広暇な'誼良類の各//ループを

代滋する和が得られず,故験休が マカタに限られたた

め,鑑良知内における系統分執学的研究は不可能となっ

た｡しかしながら,マカクの机子を温良ガ1全体の代盛と

して有胎盤類における他の諸グループのそれと比はする

ことはできるのであって,すでに観察 されている奇蹄

類,偶蹄矧,兎類,食肉類.鯨∋臥 笹鮎劫などの桁子と

比較すると,偶蹄漁,兎類,智歯類などの椅子では,育

腹の分化がみられるが (俣野 1971),マカクの相子では

そのような分化はみられず,頚部の先体頂端i部 (節2図

ap)が少しふくらんだ形態を示すだけである｡ これは椅

子の形態としては原始的なものである｡ これは霊長類が

輔乳叛の共通の祖先である原始食虫類の拡系の子孫であ

ってあまり特殊化していない嘱乳類であり,す川台盤類と

して.原始性を保持している事実の1例であると考えら

れる｡マカタの析子はこの意味で班E型的なllfli乳類桁子の

構造を示し.頚部 (a,'1図III),頚部 (節1回N).尾部

(節1匿い11.p,e)からなる｡

fB部は良さ4.0-4.9FLでそこには山型の切れ込み状の

境界 (節2区畑)があって,表面が平附なljiJ域と栽両に

凹凸のある後域とが著しい対照をなしている｡･#地類

(マウス,ゴールデン-ムスターなど)を用いた実験に

よれば (野田･柳町 1971),前域は受椅碓独得現象に関

係し,後域は杓子の細胞朕と卵子のそれとが融合を開始

する瓜初の場所とB･えられている｡マカクにも前域と後

域の分化がみられるのは笠長類の受桁現象と宙歯類のそ

れとが本質的に同じ枚構で行なわれ ることを示してい

る｡偶蹄類などにみられる先体赤道部は.マカタでは超

薄切片を通常電顕によって観察すれば,その存在が認め

られるが,走査JrrLE顕では,僅かな傾斜を持った部分 (節

2図 es)として観察されるだけである｡

頚部 (節1臥 第2図N)の定義はむずかしく,通',qTl.I

電掛 こよる研究では,近位中心小休と結合片とを含む部

ィ､ー■ ■■■■=-† - .::..-チー■ ■■■■=-† - .::..-チ

第1図 タイワンザル桃子の全形 (×1.200)｡10kV,

300｡スケールのhAは 10FL.0

第2図 同一的[･の 一部拡大俊 (×9,000)010kV,
350｡スケールの,rlf.掛 まlfL.｡

分とされているが.iE-1lliTIPTiによって衣面解剖を才)なう

者の立場からは,i,Tl印絶域の後根と粒初のミトコンドリ

アとのr汀)の珊分を朝雄とはIRしたい｡この細分は鵬打払

では一般に帖めて).rLく,マカクにおいてもl之さ0.5-0.6

FLの良さしかない｡ Je邦は巾JLld(苅1r礼 叩2川111).

1片 ('Al1卜刃p),.t,'よび柑 Il'(耶1円e)から伐る｡

マカクでは申JII-はl<さ9.1-10.4FLでミトコンドリア即を

形成するミトコンドリアのラセソの外形が非常にnJ]帆に

観察される (̂A,'2図m)｡王片は長さ44.3-50.2.,i,t.Lt.i片

は良さ1.7-2.8FLであるO

今回調査した5和知のマカクのfilJr･7-のあいだには ドブ

ネズミとクマネズミのあいだに見られたような突起の([

無というような新著な形態的な差はない｡また,.汁糾し

た椅子は現在のところカニクイザル4例,ニホンザル,

ヤクザル.タイワンザル,アカゲザル1tl例にすぎない

が,あまり斬冶‥なJYLはIJ:いようである｡しかし,統計rl'･J

に差の検定ができるよう各種頴の椅子について一定数の

計測値を求める必要があると考え目下研究続行中であ

る｡

マカカ屈 はアジア地域に広く分布しており12柾とも

2n-42で絃型に差異は認められない (Egozcue1969)0

更に カニクイザル×アカゲ, タイワンザル×ニホンザ

ル,ヤクザル×ニホンザルなどの交雑が可能で生新他力
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のある雑種か狩られている (平沖 私信)｡

雑種の山来ないドプネズミとクマネズミの杓子に形態

上の和迩があるのに対し.維印の山来るマカカ屈の和問

では杓子に形惣上の蓮が見山せないのは刑昧狭い｡
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ニホンザル中枢神経系の老年変化

雅汝益之 ･只谷久五 ･吉村剛 ･加藤秀明 ･

三上恭史 (吹_p-大 ･医 ･神経析神医学)

三井 榊 (慈圭桁神医学研究所)

は じ め に

大脳の神経病理学的形態学的老年変化は,大脳稔憶の

老人現象に反映される｡

ヒトが年とると身休扱能は袋え.柿神活動は鈍くなる｡

それにつれて初老期から老年にかけて社会環矧 こ対する

適応能力が低下する｡最近はヒトの生命が延長する傾向

に伴い,この適応障害が精神医学の領域で大きな問題と

なっている｡

ニホンザルの寿命がヒトのそれと同様に,これからど

のくらい延びうるかということは大変邦昧あることであ

るが,他方では,郡から脱落せざるをえない老ニホンザ
ルの中枢神経に如何なる病理学的変化が生じ,それが行

動変化と,郡における適応陣苔にどう彩管を及ぼしてい

るかを知ることも田白いことである｡

われわれは本報で.上述の諸問題を忠誠しなから,老

ニホンザル中枢神経に,ヒト老人脳における如き組紙病

理学的老年変化を見山しうるか,もし見山しうるなら,

その程皮とサルの年令との問に如何なる関係があるかを

示そうとするものである｡

もしこうした点が明らかにされれば,nlにニホンザル

中枢神経の老年変化とその生前の行動能力との相互関係

を知りうるのみならず,ヒト中枢神経老化現穀に対する

実験的研究に有力な手懸をうることになるであろう｡

研究資料と方法

研究口料には ､カミナt).,'バッカス.,および ●ヒ

ヨシマル.の3qlのホルマリン固定大脳を用いた｡大脳

はその半球を4つのブロックに前額断し,アルコール.

クロロホルムを経てパラフィンに包埋した｡20-10βの

JT_さで連続標本を作製し, これよりニッスル,Kliiver･

Barrera,lIE.vanGieson.FAS,コンゴロート. アル

シアンブルー放色,鉄反応.Kossa反応,および故鈍

の各項木を作った｡研究にmいたニホ1/ザルの年令と老

年期の行動は大要つぎのようである｡

1)カミナリ.班.リーダー,死亡推定年令は40才前

後｡生前の詳細な枕察は河合 (1971)によってなされて

いるので,ここではその概略を記述する｡死因は胸部打

撲と溺死｡34才頃から性的不能の兆侯を現わした｡かな

り前から視力低下が始まり,死亡の年の春にはさらに増

悪したが,しかしその頃でも,外界の動きの概略を把担

し,ボスとしての見事なふるまいをなしえた｡同年9月

11日には全盲となり,10月26日死亡した｡

2)バッカス,班,リーダー,死亡推定年令は前記カ

ミナリとほぼ同じの40才位｡ ､バッカス.の行動観察は

四郎 (1971)によって詳しく報告されているので,ここ

ではその1宕Bを記するに止める｡苗崎山A群のボスザル

だったバッカスは推定年令32才tnlにA群節2位オスとな

り,35才時A那節1位オスとなった｡すなわち,バッカ

スは高年にあるいは老境に入って初めてボスになったの

である机 その点れ 20才切からボスになった前記カミ

ナ1)とかなり追う｡しかもカミナT)が死ぬまでボスの座

を守り退したのに.バッカスはもう3年後には節1位オ

スの座を降り,郡から批脱している｡その後捕任され,

1年半後に日本モンキーセンターのケージの中で死亡し

た｡バッカスは,四郷によれば一言にいって ､元気なじ

いさん.であった｡すなわち年令の割には非常によく動

く個体だった机 急激な動きはうまくできず,行動は鈍

く,動かない時はもっぱら眠っていた｡バッカスの性的

挽憶はカミナリよりもやや長く保たれていた｡36才時の

文かなりの身体的宏弱の徴候が現われ,38才時,捕社さ

れた時には休カが衰えていた｡食欲旺盛なのに小さなお

りの中での生活を少しも苦にしていなかった様子は,ヒ

トの老人痴呆を想い出させるものがある｡

3)ヒヨシマル,班,サブリーダー｡死亡推定年令は

23-24才｡梅に落ちて溺死しかけたところを救われ,人

工呼吸で一命をとりとめたがその後死亡｡7-8才頃か

ら限が悪く,17-18才頃から性交不能となり,21-22才

頃は左眼が白濁｡この年まだリーダーと協力してサブリ

ーダーの座を保っていた｡死亡の年,左限視力も交え

た ｡

神経病理学的所見

1)カミナ1).脳延115g.丑之田は抜穴白色を正し.粗
大な萎縮や破壊を認めない｡

神経細胞の天塩は不明悦で.胞体内に多皿の朱色色末

が沈着し,核は-側に圧迫されている｡Nissl斑紋は城
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